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令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 
電子制御実習 

(電気･機械工作) 
単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 電気・機械工作実習として直流安定化電源の製作をテーマとする。電気部品として、変圧器、整

流回路、平滑回路、三端子素子等があり、重要な要素が含まれる。また作業として、アルミ板の折

り曲げ加工、ドリル加工、プリント基板への部品実装、配線等半田付け作業が含まれる。 

 

 

 

2 学習の到達目標 

 電気・機械工作の基礎・基本を身につけることが到達目標である。図面を見て、けがき、穴開け

切断、折り曲げなどの機械工作ができることと、配線、半田付けなどの電気工作ができることであ

る。 

 

 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 目的、原理、装置、

器具、及び配線方法 

を予備知識として理

解し、実習内容に相応

しい服装、及び体調で

実習に臨むことが出

来る。また、実習には

積極的に主体性をも

って取り組める。 

 適切な役割分担の

下で、装置・器具の選

択、配置、及び回路配

線等ができる。 

また、適切な表現で

様式が整った報告書

を期日内に提出出来

る。 

 測定装置・器具を

適切な方法で使用

し、精度の高い加

工・測定並びに正確

な計算結果を求める

ことが出来る。 

 担当者の説明内容

を理解し、電気基礎

の知識を基にして作

業を遂行考察するこ

とが出来る、 

また、理解した内

容を報告書としてま

とめることが出来

る。 

評
価
方
法 

実習状況の観察。 

服装。 

実習状況の観察。 

報告書の内容や表現 

実習状況の観察。 

 

 

実習状況の観察。 

報告書の内容。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 



4 学習の活動 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

基
板
部
品
実
装 

 

 
○プリント基板への部品実装。 
 半田付けが主たる作業。 
 
○回路の動作チェック 

 
○ 

  
○ 

 
○ 

 
a:実習態度 
 
c:半田付け 
 
d:測定器の使用方法 

 
実習態度 
実習理解
度 
提出物 
出席状況 

ア
ル
ミ
板
加
工 

 
○アルミ板への図面のけがき作
業御。 
 
○ボール盤を使用した穴開け作
業。 
 
○曲げ加工器を使用したアルミ
板の曲げ加工。 

 
○ 

  
○ 

  
a:実習態度 
 
c:工作手順・方法 
 

 
実習態度 
実習理解
度 
提出物 
出席状況 

ケ
ー
ス
内
部
品
実
装 

 
○基板及び部品の取り付け。 
 
○部品間の配線・半田付け作業。 
 
○装置の動作チェック 

 
○ 

  
○ 

  
a:実習態度 
 
c:半田付け及び工作手順・
方法 

 
実習態度 
実習理解
度 
作品完成
度 
提出物 
出席状況 

回
路
学
習 

 
○回路に用いた重要部品に関す
る学習。 
 
○装置全体に関する学習。 

 
○ 

 
 

 
○ 

 
 

 
a:実習態度 
 
c:工作手順・方法 
 

 
実習態度 
実習理解
度 
提出物 
出席状況 

特
性
試
験 

 
○完成した直流電源の特性試験 
を実施。 
 
 ・回路ケース間の絶縁試験。 
 ・各種負荷電流・電圧に対す
る負荷試験及びオシロスコー
プを用いた試験。 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
○ 

 
a:実習態度 
 
b:報告書のまとめ方 
 
c:測定器の取り扱い方 
 
d: 報告書の内容 

 
実習態度 
実習理解
度 
提出物 
出席状況 

※ 表中の観点について 

a:関心・意欲・態度  b:思考・判断・表現  c:技能  d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


